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新任医師の紹介

鳥取大学出身大学

神経内科専　　攻

日本内科学会　日本神経学会
日本神経治療学会
日本リハビリテーション医学会
日本プライマリケア連合学会

所属学会

神経内科／一般内科専門および対象疾患

ご縁があって仁厚会に入職させていただくことができました。米子生まれの米子育ちですが江津・松江・
安来の病院に勤務していました。常にジェネラリストであることを心がけサイエンティストであるという気
持ちを忘れずに診療にあたってきました。まだまだ未熟者です。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し
上げます。

松尾　諒一
まつお りょういち

鳥取大学出身大学

精神科専　　攻

日本精神神経学会所属学会

精神科一般専門および対象疾患

4月からお世話になります。医師としての経験はまだ浅いですが、地域に貢献した医療を心掛け頑張ります。
よろしくお願いします。

長崎大学出身大学

歯科・歯科口腔外科専　　攻

日本口腔外科学会所属学会

一般歯科／口腔外科専門および対象疾患

この度藤井政雄記念病院附属歯科クリニックに着任いたしました三谷泉と申します。
私は長崎大学歯学部卒業後、神戸大学病院歯科口腔外科にて 1 年間研修致しました。まだまだ未熟ではあ
りますが、日々技術の研鑽を積み、努力を惜しまず精進してまいりますので、何卒よろしくお願い致します。

平成29年4月1日着任

三谷　  泉
みたに いずみ

藤井政雄記念病院
附属歯科クリニック
歯科医師

医療福祉センター
倉吉病院
医師

平成29年4月1日着任

石田　　玄

米子東病院
診療部長

平成29年4月1日着任

いしだ げん

平成 29年度

入　社　式
　　入社式ご挨拶

　新入職員の皆様、こんにちは。

　溌剌とした心持ちで新年度を迎えられたことと思い

ます。

　未曾有の超高齢化社会が到来し、医療・福祉・介護

の現場は大きな転換期を迎えています。柔軟な発想が

求められる中で、これから、若い皆様の活躍の場が益々

大きく広がっていくのだと思います。

　皆様がこの仕事に携わろうと決めた「初心」を大切

にしていただきながら、思い描いた夢を実現していただければ何よりの喜びです。

　新たに皆様に仲間に加わって頂いたことにより、私たち法人の活力がいや増して、これから

も地域社会の大きな支えとなることを願っています。

　先行き不透明な時代と言われますが、同時に、自ら道を切り開いていくという喜びや、やり

がいを強く自覚できる、エキサイティングな時代に生きているともいえます。

　恐れることなく、果敢に挑戦し、皆様の力を発揮していただければと思います。

　一緒に頑張っていきましょう。どうぞ宜しくお願い致します。

平成 29年 4月 3日
　理事長　藤井　一博

4月3日、社会医療法人仁厚会、社会福祉法
人敬仁会の合同入社式を行い、25名の新入
職員が仁厚会に仲間入りしました。
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平
成
29
年
2
月
25
日
（
土
）
に

ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
「
創
立
60
周
年
記
念　
第

1
回
仁
厚
会
・
敬
仁
会　
医
療
福

祉
学
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
両

法
人
併
せ
て
４
５
０
名
あ
ま
り
の

参
加
が
あ
り
、
メ
イ
ン
会
場
の
み

で
は
収
容
し
き
れ
ず
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
も
使
用
す
る
な
ど
、
職
員
の

知
識
向
上
に
対
す
る
意
欲
の
高
さ

が
垣
間
見
え
る
盛
況
な
学
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
鳥
取
大
学
医
学
部

　
精
神
行
動
医
学
分
野
教
授

　
　
　
　
　
　
兼
子　
幸
一
先
生

　
第
１
回
の
学
会
開
催
を
記
念
し

て
、
鳥
取
大
学
医
学
部
精
神
行
動

医
学
分
野
教
授
の
兼
子
幸
一
先
生

に
、「
統
合
失
調
症
の
認
知
機
能

障
害
と
認
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
統
合
失
調
症
の
患
者
様
の
治
療

の
最
終
ゴ
ー
ル
は
、
自
立
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
社

会
機
能
の
改
善
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
う
す
る
た
め
に
は
、
精
神

症
状
よ
り
認
知
機
能
障
害
の
改
善

に
重
点
を
お
い
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
は
ど
う
か
と
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
役
割
を
担
う
認
知
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
方

法
と
し
て
、
認
知
矯
正
法
（
Ｃ
Ｒ

Ｔ
）
を
、
教
育
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等

を
利
用
し
た
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
を
例
に
紹

介
い
た
だ
い
た
上
、
海
外
の
事
例

や
論
文
を
基
に
具
体
的
な
実
証

デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
、
医
学
的

な
効
果
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
認
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
脳
機
能
に
影
響
を
与
え

て
は
い
る
が
、
そ
の
臨
床
意
義
は

全
く
未
知
で
あ
る
。」
と
、
研
究

が
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
進
ん
で

い
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
講
演

を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

倉
吉
病
院
を
は
じ
め
と
し
て
、

仁
厚
会
や
敬
仁
会
の
職
員
に
は
、

こ
の
講
演
の
内
容
が
業
務
に
直
結

す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
非
常
に
有

意
義
な
知
見
を
得
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
開
会
式
の
中
で
は
、
定
年
を
迎

え
た
職
員
や
勤
続
30
年
・
20
年
・

10
年
の
節
目
を
迎
え
た
職
員
に
対

し
、
藤
井
一
博
理
事
長
よ
り
感
謝

の
言
葉
と
共
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
須
江
秀
一

医
師
（
ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
管
理

者
）
が
今
後
の
更
な
る
貢
献
と
飛

躍
を
誓
う
と
、
会
場
は
定
年
退
職

を
迎
え
ら
れ
た
方
へ
の
労
い
と
、

節
目
を
迎
え
た
方
々
に
対
す
る
今

後
の
活
躍
を
期
待
す
る
拍
手
で
満

た
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
3
会
場
に
分

か
れ
て
、
各
病
院
や
施
設
等
で
取

り
組
ん
で
き
た
様
々
な
事
例
研
究

の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ど

の
研
究
も
、
患
者
様
や
利
用
者
様

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
た

取
り
組
み
で
あ
り
、法
人
理
念
「
主

役
は
い
つ
も
患
者
さ
ん
」
を
具
現

化
す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
発

表
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
活
発

な
意
見
交
換
も
行
わ
れ
、
今
後
の

　

平
成
29
年
3
月
15
日
ア
ゼ

リ
ア
ホ
ー
ル
に
鳥
取
大
学
医

学
部
機
能
病
態
内
科
学
分
野

（
第
二
内
科
）
教
授 

磯
本
一

先
生
を
お
迎
え
し
「
鳥
取
大

学
医
学
部
第
二
内
科
の
現
状

と
未
来
～
伝
統
と
革
新
～
」

と
題
し
約
1
時
間
に
わ
た
り

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
平
日
の
夜
に
も
か
か

わ
ら
ず
関
連
施
設
か
ら
約

２
５
０
人
も
の
多
数
の
参
加

者
が
あ
り
先
生
も
大
変
驚
い

て
お
ら
れ
る
様
子
で
し
た
。

　

先
生
は
消
化
器
内
視
鏡
分

野
で
は
世
界
的
に
御
活
躍
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
臨
床
及

び
研
究
上
の
業
績
や
最
新
の
内

視
鏡
を
用
い
た
光
学
療
法
や
再

生
医
療
を
用
い
た
治
療
法
な
ど

を
わ
か
り
易
く
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
第
二

内
科
の
臨
床
・
研
究
で
の
方
向

性
を
示
さ
れ
山
陰
地
域
で
の
消

化
管
・
肝
胆
膵
・
腎
臓
領
域
の

医
療
が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
・

充
実
す
る
も
の
と
確
信
致
し
ま

し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
の
質
疑
応

答
で
も
丁
寧
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
先
生
の
お
人
柄
が
表

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
今
後
当
院

と
鳥
取
大
学
医
学
部
第
二
内

科
の
連
携
強
化
が
図
れ
れ
ば

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
講
演
会
開
催
に
当

た
り
、
法
人
本
部
、
仁
厚
会

及
び
敬
仁
会
の
多
数
の
施
設

の
関
係
者
の
方
々
に
御
協
力

ま
た
御
参
加
し
て
い
た
だ
き

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
藤
井
政
雄
記
念
病
院

診
療
部
長　
宮
崎　
聡

業
務
に
多
く
の
ヒ
ン
ト
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
発
表
さ
れ
た
35
演
題（
医

療
9
、
介
護
17
、
障
が
い

5
、
保
育
4
）
の
中
か
ら
、

7
演
題
（
う
ち
仁
厚
会
４

演
題
）
が
優
秀
賞
に
選
ば

れ
、
閉
会
式
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
表
彰
の
選
か
ら

漏
れ
た
演
題
の
中
に
も
、

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
や

発
表
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

発
表
を
終
え
た
こ
と
で
研

究
を
終
了
す
る
の
で
は
な

く
、更
に
研
究
を
深
め
、「
そ

の
後
ど
う
な
っ
た
か
」
の

報
告
も
次
回
の
研
究
発
表

会
で
聞
け
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
仁
厚
会
・
敬
仁
会

　
医
療
福
祉
学
会

実
行
委
員
長　
山
田　
覚

学会長 藤井一博理事長

聴く方も真剣勝負

鳥取大学教授 磯本一先生

鳥取大学教授 兼子幸一先生

受賞者代表謝辞

「統合失調症の認知機能障害と認知リハビリテーション」

創
立
60
周
年
記
念　
第
１
回

　
　
仁
厚
会
・
敬
仁
会 

医
療
福
祉
学
会

鳥
取
大
学
医
学
部

機
能
病
態
内
科
学
分
野（
第
二
内
科
）教
授

 

磯
本 

一
先
生　
講
演
会
開
催

永
年
勤
続
表
彰

記
　
念
　
講
　
演

事
例
研
究
発
表
会

施設名 タイトル 発表者 結果

倉吉病院

看護師主導で行う薬剤チェックリストを用いた薬物療法カン
ファレンス 光浪眞紀

多飲症患者の飲水自己調整に至るまでの取組み
　　　　　　　　　申告飲水と心理教育からみえてきたもの 高木智加

暴力予測に関する看護師の観察視点
　　　　　　　　　　　　　自由記述式アンケートを用いて 藤井大輔

藤井政雄記念病院

24 時間自由行動下血圧計（ABPM）を用いた降圧治療中の血
圧日内変動タイプ別の血清尿酸値の検討 宮崎　聡 医療部門 2 位

EilersOralAssessmentGuide（OAG）を用いた口腔内評価
について 真鍋　憲

主介護者の健康管理に向けた取り組み 矢田優子 医療部門 1 位
転倒をきっかけに意欲低下をきたした患者の退院支援 礒江香那

米子東病院

自動車運転歴が運動予後に与える影響
　　　　　　　　〜回復期リハ病棟の脳卒中患者を対象に〜 宮脇　淳

気管切開による意思疎通困難患者に対する排泄管理への取り
組み 坪倉真由

ル ･ サンテリオン北条 ターミナルケアを行った末期肺癌の 1 事例 新川由紀・大谷　茂

ル ･ サンテリオン鹿野 PD の歩行障害に対する横歩きの即時効果 綾女翔太 介護部門 3 位
食事姿勢保持のアプローチ 木村禅文

ガーデンハウスはまむら 「何でだろう…」から始まるケア運営理念 “ 安心・安全な住ま
いと快適な生活環境の提供 ” 市村千由紀・小笠原圭子

ル ･ サンテリオンよどえ リハビリテーションマネジメント加算Ⅱ取得に向けて
　　　　～多職種と共に利用者の個別ニーズを叶える為に～ 遠藤　創

ガーデンハウスよどえ ガーデンハウスよどえの挑戦～地域とのつながりを求めて～ 矢野秀明・三好一平・岩本光大
在宅医療福祉センター あずさパン工房の目指すもの 小林美穂 障がい部門 1 位

よどえババール園
食べることは つながること 小椋志穂
絵本から広がる表現遊び 長尾沙織、斉木美絵
データから見えてきたリスク【ポスター発表】

大和保育園 食物アレルギーへの対応とその実践　 三嶋　碧
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オ
ー
プ
ン
し
た
認
知
症
カ
フ
ェ

も
定
着
に
向
け
た
取
組
み
を
強

化
し
ま
す
。

　

質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
を
追
求

し
、
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
で

利
用
者
の
生
活
の
質
を
維
持
、
向

上
さ
せ
ま
す
。
通
所
リ
ハ
ビ
リ
で

は
、
施
設
内
に
と
ど
ま
ら
ず
在
宅

生
活
の
一
助
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
ま
す
。

　
開
設
か
ら
４
年
を
迎
え
る
本
年

は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
複
合
施
設

と
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
拠
点

と
な
る
べ
く
新
た
な
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

　
『
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
』
事
業
で
す
。
鳥

取
西
地
域
で
は
初
め
て
の
事
業
で

あ
り
、
馴
染
み
が
な
い
サ
ー
ビ
ス

で
す
が
、
地
域
に
浸
透
す
る
よ
う

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
利
用
者
、
ご
家
族
の
声
に

耳
を
傾
け
望
ま
れ
る
生
活
の
質

を
維
持
し
ま
す
。
ま
た
地
域
に
根

差
し
た
在
宅
支
援
事
業
所
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
、
地
域
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
良
好
な
信
頼
関

係
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
の
震
災
を
教
訓
に
、
今

年
は
更
に
安
心
・
安
全
な
施
設

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
部
門
で
も
支
援
内

容
の
充
実
（
宿
泊
型
・
Ｇ
Ｈ
で

は
夕
方
支
援
時
間
の
延
長
等
）

を
図
り
「
利
用
者
の
方
が
落
ち

着
い
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
　

米
子
市
か
ら
の
移
管
開
設
か

ら
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。

昨
年
度
は
『
保
護
者
・
地
域
』

と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
重

点
項
目
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
地
域
社

会
へ
の
『
貢
献
』
を
園
児
・
職

員
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
む

年
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
蓋
の
回
収
に
よ
る
エ

コ
活
動
や
、
園
児
が
拾
っ
て
き

た
ど
ん
ぐ
り
・
木
の
実
の
栽
培

及
び
植
樹
等
を
通
し
て
、
地
域

社
会
へ
恩
返
し
す
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
食
の
安
全
、
食
の
楽
し
み
の

提
供
」
が
今
年
の
テ
ー
マ
で
す
。

患
者
様
・
利
用
者
様
に
と
っ
て
、

食
べ
る
こ
と
は
大
き
な
楽
し
み

の
一
つ
。
安
全
で
美
味
し
い
食

事
を
提
供
す
る
の
は
勿
論
の
こ

と
、
目
で
楽
し
み
、
雰
囲
気
や

季
節
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
食
事
を
提
供
し
ま
す
。

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
よ
ど
え

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
は
ま
む
ら

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
よ
ど
え

在
宅
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
和
保
育
園

法
人
事
業
部

　

倉
吉
病
院
の
平
成
29
年
度
事

業
計
画
の
骨
子
は
「
倉
吉
病
院

将
来
構
想
」（
Ｎ
Ｐ
Ｐ
）
の
最
終

ビ
ジ
ョ
ン
達
成
の
た
め
の
『
6

本
の
柱
』
へ
の
取
り
組
み
で
す
。

　
中
で
も「
病
棟
再
編
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
実
現
へ
向
け
て
「
地

域
移
行
機
能
強
化
病
棟
入
院
料
」

の
施
設
基
準
取
得
へ
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
在
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
在
宅
部
門
や
外
来
部
門

と
の
連
携
体
制
の
構
築
、「
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
機

能
拡
充
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

当
院
の
平
成
29
年
度
の
重
点

取
組
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
の
た
め
、
医
療
、
介
護

の
強
固
な
連
携
を
図
る
こ
と
を

取
り
組
み
の
最
重
要
課
題
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
訪
問

看
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
・
歯
科

の
連
携
に
よ
り
、
在
宅
患
者
の

支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
安
心
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

鳥
取
県
西
部
医
療
圏
に
お
け

る
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
一
翼
を
担
う
病
院
と
し
て
、

診
療
・
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
充
実
を
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
目
指
し
、サ
ー

ビ
ス
の
質
改
善
を
常
に
行
っ
て

い
き
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
、
入

院
か
ら
退
院
後
の
在
宅
復
帰
ま

で
総
合
的
な
支
援
を
実
施
し
、

地
域
の
方
々
か
ら
信
頼
さ
れ
る

病
院
を
目
指
し
ま
す
。

　
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
初
診
随
時
受

付
、
再
診
は
時
間
と
処
置
を
予
約

し
て
計
画
的
に
診
療
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
口
腔
ケ
ア
、
唾
液

腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
口
腔
周
囲
筋
の

筋
ト
レ
等
口
腔
の
リ
ハ
ビ
リ
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
検

診
に
注
力
し
早
期
発
見
早
期
治
療

の
原
則
に
の
っ
と
り
、
基
本
に
忠

実
懇
切
丁
寧
な
治
療
を
い
た
し

ま
す
。

　

介
護
領
域
に
お
け
る
医
療
・

認
知
症
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
対

応
す
る
体
制
の
構
築
と
併
せ
、

摂
食
嚥
下
・
口
腔
機
能
向
上
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
行
政
と
連
携
し
介
護
予
防

事
業
に
も
注
力
し
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
老
健
と
し
て
職
員
一

丸
と
な
っ
て
邁
進
し
ま
す
。

　
「
①
リ
ハ
ビ
リ
鳥
取
県
一
の
老

健
を
目
指
す　

②
鳥
取
西
地
域

で
の
地
域
包
括
ケ
ア
第
一
の
拠

点
と
な
る
」
を
中
期
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
、
温
泉
と
認
知
症
予
防

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
次
年
度
の
医

療
・
介
護
同
時
改
定
に
備
え
る

べ
く
１
年
と
な
り
ま
す
。
昨
年

医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
倉
吉
病
院

藤
井
政
雄
記
念
病
院

米
子
東
病
院

藤
井
政
雄
記
念
病
院

附
属
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
北
条

ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
鹿
野

「
主
役
は
い
つ
も
患
者
さ
ん
」

法
人
理
念

平
成
29
年
度 

事
業
計
画

多職種での連携を図ります

楽しみながらできるリハビリを提供しています !!

車椅子でも入りやすいゆったりとしたスペース

職員が活き活きと働ける職場を目指して

老健リハビリの鳥取県一を目指します！

ますます楽しいはまむらです！

家族介護教室（在宅復帰に向けて）

よなご大平園の祭りで地域の子どもたちとべっこう飴作り

鳥取県中部地震からの復旧工事着々と！園のエコ活動～ペットボトル回収箱～

ひな祭り御膳

多職種共同による新入院患者症例検討会

　

自
由
な
発
想
力
を
十
分
発
揮
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
立
場
に

立
っ
た
新
た
な
価
値
・
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
す
る
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
と
な
り
、
職
員
が
誇
り
に
思
え
る
法
人
を
目
指
し
ま
す
。
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藤
井
政
雄
記
念
病
院
で

　
　
　
乳
が
ん
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
1
月
27
日
藤
井
政
雄

記
念
病
院
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
今
気
に
な
る
乳
が
ん
!!

～
自
己
触
診
で
早
期
発
見
～
」
と

題
し
て
健
康
教
室
を
開
催
し
、
20

代
か
ら
70
代
ま
で
幅
広
い
年
齢
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
健
師
、
医
師
の
講
話
の
後
、
自

己
触
診
モ
デ
ル
の
体
験
や
参
加
者

同
士
の
交
流
も
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
自
己
触
診
の
重

要
性
・
方
法
が
わ
か
っ
た
」「
こ

れ
か
ら
自
己
触
診
を
し
て
み
よ
う

と
思
う
」
等
の
ご
感
想
を
い
た
だ

き
、
健
康
増
進
に
向
け
て
意
義
深

い
啓
発
活
動
と
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も

活
動
を
継
続
し
皆
様
の
健
康
増
進

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ �

こ
の
職
業
に
就
く
ま
で
の
経
緯

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
が
ひ
と
段
落
し
て
「
働
き

た
い
な
」
と
思
い
、
前
職
場
に
就
職
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
相
談
業
務
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い

仕
事
だ
と
思
い
社
会
福
祉
士
資
格
を

取
得
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仁
厚
会
ス
タ
ッ
フ
と
仕
事
を

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
「
一
緒
に
働

き
た
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
仁

厚
会
に
就
職
し
ま
し
た
。

Ｑ �

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が
い
の

あ
る
方
の
生
活
に
関
す
る
相
談
を
受

け
、
そ
の
人
ら
し
く
地
域
で
安
心
し

て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
自

己
決
定
の
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
一
人
暮
ら
し
を
し
た
い

け
れ
ど
、
調
理
、
洗
濯
、
掃
除
な
ど

の
家
事
を
す
る
こ
と
に
不

安
が
あ
る
と
い
う
方
に

は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
の
紹
介
や
利
用
手
続

き
を
一
緒
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
家
族

や
友
人
と
上
手
く
付
き
合

い
た
い
が
ど
う
し
た
ら
良

い
の
か
分
か
ら
な
い
等
、

対
人
関
係
の
悩
み
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

相
談
の
際
に
は
、
ま

ず
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
私
た
ち
相
談
員
が
、
ご
自
宅
に

お
伺
い
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
電

話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。
も
ち

ろ
ん
直
接
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
Ｑ �

市
民
後
見
養
成
講
座
を
受
講
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
が
？

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
判
断
能
力

が
十
分
で
な
い
人
の
手
伝
い
と
し
て

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

キ
ラ
ッ
と
輝
く
職
員
を

み
な
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

中
部
障
が
い
者
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
士

　
錦
田　
修
子

と
フォーカス
キラッ

No.
2

■
は
じ
め
に

　

鳥
取
県
中
部
地
域
の
終
末
期
医
療

の
一
部
を
担
っ
て
い
る
当
院
の
緩
和

ケ
ア
を
通
し
て
解
説
し
ま
す
。

　

現
在
緩
和
医
療
は
抗
癌
剤
治
療
な

ど
、
治
療
と
並
行
し
て
受
け
ら
れ
て

い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

当
院
へ
は
治
療
の
効
果
が
得
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
治
療
を
断
念
さ
れ
た

方
々
が
転
院
さ
れ
て
き
ま
す
。

 　
　
　

 

　

先
ず
、「
今
一
番
困
っ
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
？
」
の
よ
う
に
開
か
れ
た

質
問
に
よ
り
苦
痛
や
心
配
事
を
引
き
出

し
評
価
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ご
家
族
や

紹
介
状
の
情
報
も
評
価
し
そ
の
方
の
人

と
な
り
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
ま
で
の
情

報
収
集
は
不
可
欠
で
す
。

　
次
に
問
題
点
を
全
人
的
苦
痛
の
表
に

分
類
し
ま
す
。（
も
ち
ろ
ん
こ
れ
が
問

題
点
の
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。）

　

身
体
的
苦
痛
：
主
に
癌
由
来
の
疼

痛
を
分
類
し
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ラ
ダ
ー
（
※
１
）

や
癌
疼
痛
の
薬
物
治
療
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
治
療
を
行
い
ま

す
。
癌
に
よ
る
疼
痛
は
生
活
の
質（
以

下
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
著
し
く
落
と
す
原
因

で
あ
り
、
疼
痛
除
去
あ
る
い
は
軽
減

は
と
て
も
重
要
な
業
務
で
す
。

　

精
神
的
苦
痛
：
癌
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
精
神
的
苦
痛
は
必
発
で
、
傾

聴
・
投
薬
で
対
応
し
ま
す
。
し
か
し

そ
れ
ら
の
対
応
で
不
十
分
の
際
に
は

倉
吉
病
院
精
神
科
医
に
よ
る
往
診
を

行
い
ま
す
。

　

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
苦
痛
：
傾
聴

の
他
に
チ
ャ
プ
レ
ン
さ
ん
（
病
院
付

牧
師
）
が
週
１
回
来
ら
れ
て
お
り
相

談
に
の
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
的
苦
痛
：
傾
聴
の
他
に
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
を
通
し
て
第
三
機
関
に

相
談
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

入
院
後
は
日
々
変
化
す
る
情
報
を

集
め
、
一
日
２
回
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
で
問
題
点
を
引
き
出
し
、
話
し
合

い
ま
す
。

　
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
高
い
生
活
を
維
持
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
緩
和
的
リ
ハ
ビ

リ
や
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
季
節
の

催
し
物
も
行
っ
て
い
ま
す
。（
ア
ロ
マ

マ
ッ
サ
ー
ジ
は
好
評
で
す
。）

■
終
末
期
医
療
の
問
題
点

　

治
療
方
針
決
定
に
際
し
、
患
者
様

の
意
思
を
中
心
に
ご
家
族
の
考
え
と

医
療
側
の
見
解
を
ま
じ
え
て
最
善
の

治
療
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

　

同
じ
癌
だ
と
し
て
も
患
者
様
を
取

り
巻
く
環
境
は
多
種
多
様
で
あ
り
、

ま
た
認
知
症
そ
の
他
種
々
の
事
情
に

よ
り
ご
自
分
で
意
思
表
示
で
き
な
い

方
も
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
療
養
方
針

は
一
律
で
は
な
く
個
別
の
対
応
が
不

可
欠
で
す
。
緩
和
ケ
ア
の
療
養
法
の

選
択
に
は
こ
れ
が
正
解
と
い
う
も
の

が
な
く
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
チ
ー

ム
と
し
て
方
針
を
決
め
ま
す
。

　

そ
れ
を
実
践
し
て
い
る
時
で
さ
え

「
こ
れ
で
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
別

の
方
法
が
良
か
っ
た
の
で
は
」
と
い

う
気
持
ち
が
よ
ぎ
り
ま
す
。

　

患
者
様
が
旅
立
た
れ
た
後
、
と
り

わ
け
症
状
変
化
が
急
速
で
あ
っ
た
り

症
状
緩
和
の
効
果
が
十
分
で
な
か
っ

た
患
者
様
の
経
過
に
つ
い
て
は
無
力

感
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い

う
症
例
に
対
し
て
は
後
日
、デ
ス
ケ
ー

ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
次
の

類
似
し
た
症
例
に
活
か
せ
ら
れ
る
よ

う
問
題
点
を
出
し
合
い
対
策
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
医
療
は
病
気
を
治
す
こ

と
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
患
者
様
・

ご
家
族
に
満
足
の
で
き
る
時
間
を
過

ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
指
針
と
し
て
生
命
倫
理

4
原
則
と
寛
容
さ
を
意
識
し
て
診
療

に
あ
た
り
ま
す
。

■
今
後
の
終
末
期
医
療
に
つ
い
て

　
「
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し
」

と
の
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
誰
で
も
心

残
り
が
な
い
よ
う
自
分
の
人
生
に
満

足
し
、苦
痛
な
く
終
わ
り
た
い
と
願
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
業
務
に

携
わ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
改
め
て
そ

の
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
準
備
が
必

要
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

実
際
、
世
の
流
れ
は
そ
の
方
向
に
向

か
っ
て
お
り
、
リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
（
※

２
）
や
ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
（
以
下
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
※
３
））
が
普
及
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
を

発
展
さ
せ
人
生
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
今

何
を
す
べ
き
か
を
思
い
描
く
こ
と
は

身
体
的
な
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
自
身

の
人
生
を
い
か
に
生
き
る
か
と
い
う

人
生
そ
の
も
の
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
、
準
備
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
患
者
様
の
心
に
寄
り

添
い
『
が
ん
に
な
っ
た
の
は
不
運
だ

け
れ
ど
不
幸
じ
ゃ
な
い
』（
※
４
）
と

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
緩
和
ケ
ア

医
療
を
目
指
し
ま
す
。

「終末期医療について」
－当院での緩和医療を通して－
藤井政雄記念病院

遠 藤  信 典 医師が
わかりやすく解説

藤井政雄記念病院
緩和ケア病棟　担当医

遠藤　信典

医師の
  明瞭解説

石飛医師による講話

自己触診モデル体験中 自己触診が早期発見につ
ながります

財
産
管
理
と
身
上
監
護
（
介
護
保
険

や
病
院
な
ど
の
「
身
の
上
」
の
手
続

き
を
す
る
こ
と
）を
行
い
ま
す
。私
は
、

平
成
28
年
10
月
に
初
め
て
成
年
後
見

人
を
受
任
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
な
が
ら
後
見
業
務
を
行
い

ま
し
た
。
成
年
後
見
人
は
、
想
像
し

て
い
た
よ
り
責
任
を
重
く
感
じ
ま
し

た
が
、
本
来
な
ら
ば
出
会
う
こ
と
の

な
か
っ
た
人
々
と
出
会
え
、
利
用
者

様
か
ら
生
き
方
を
教
わ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

Ｑ �

今
後
の
目
標
や
希
望
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

関
わ
っ
た
方
の
生
活
が
良
い
方
向

に
向
か
っ
た
と
き
、
自
己
決
定
が
で

き
た
と
き
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
知
っ

た
と
き
、
こ
の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ

ま
す
。
他
機
関
・
多
職
種
と
の
協
働

も
こ
の
仕
事
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

仕
事
・
仕
事
以
外
の
こ
と
全
て
に

い
つ
も
一
生
懸
命
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
の
で
、「
今
は
何
を
す
る
と

き
か
」
考
え
な
が
ら
行
動
し
て
い
く

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

　
中
部
障
が
い
者

　
　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
５
８
）２
６・２
３
４
６

　
【
利
用
時
間
】

　
　
平
日
（
月
～
金
）

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

（
※
1
）�

世
界
保
健
機
関
の
定
め
る
が
ん
性
疼
痛
の

治
療
原
則

（
※
2
）�

自
分
が
受
け
て
い
る
治
療
行
為
に
関
し
て

正
当
な
判
断
を
下
せ
な
く
な
っ
た
場
合
を

想
定
し
て
延
命
治
療
に
対
す
る
態
度
を
患

者
自
ら
が
生
前
よ
り
意
志
表
示
を
行
う
こ

と
。
個
人
の
尊
厳
を
守
り
延
命
を
意
図
し

た
無
理
な
治
療
に
よ
る
苦
痛
を
回
避
す
る

こ
と
。

（
※
３
）�

リ
ビ
ン
グ
ウ
ィ
ル
を
さ
ら
に
お
し
す
す
め

た
も
の
。
将
来
の
意
思
決
定
能
力
の
低
下

に
備
え
て
、今
後
の
治
療
に
つ
い
て
患
者・

家
族
と
あ
ら
か
じ
め
話
し
合
う
プ
ロ
セ

ス
。
い
か
に
生
き
る
か
と
い
う
人
生
そ
の

も
の
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。

（
※
４
）�『
が
ん
と
向
き
合
う
』
～
大
西
秀
樹
さ
ん
に

聞
く
～　
日
本
経
済
新
聞
２
０
１
４
年
4

月
12
日
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仁
厚
会
の「

食」
を支
える職員をクローズ

ア
ッ
プ

JIN’S
キッチン

今
回
は
米
子
東
病
院
に
お
邪
魔
し
ま

し
た
。

『
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

  

病
院
で
の
食
事
提
供
』　

Vol.7

―
米
子
東
病
院　

３
階
病
棟
食
堂

ス
ペ
ー
ス
に
お
邪
魔
し
て
い
ま

す
。
入
院
中
で
も
部
屋
で
食
事

を
さ
れ
な
い
の
で
す
ね
。

　
「
こ
ち
ら
は
、
入
院
中
の
患
者
様

が
、
朝
・
昼
・
夕
食
に
集
ま
っ
て
食

事
を
さ
れ
る
食
堂
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

　
病
状
な
ど
、
事
情
が
あ
る
場
合
を

除
き
基
本
は
食
堂
で
食
事
を
摂
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
食
事
ス
ペ
ー
ス
へ
移
動
し
て
食
事

を
す
る
事
で
在
宅
で
の
生
活
に
も
近

づ
き
ま
す
し
、
移
動
自
体
も
リ
ハ
ビ

リ
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
事
時
間
に
同
じ
席
に

な
っ
た
患
者
様
同
士
は
顔
な
じ
み
に

な
り
、
楽
し
く
お
話
し
さ
れ
る
な
ど

交
流
を
も
た
れ
て
い
ま
す
。」

―‌�

食
事
が
皆
さ
ん
に
運
ば
れ
て
き
ま

し
た
。
食
事
の
形
が
い
ろ
い
ろ
違

う
よ
う
で
す
が
…
、
患
者
様
の
食

事
形
態
は
、
ど
う
や
っ
て
決
め
ら

れ
る
の
で
す
か
？

　
「
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
嚥
下
評
価

や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
嚥
下
造
影
検

査
な
ど
も
行
い
、
患
者
様
の
噛
む
力

や
飲
み
込
み
の
状
態
を
把
握
し
ま

す
。
そ
の
後
、
医
師
・
看
護
師
・
リ

ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
・
栄
養
士
な
ど
多

職
種
が
関
わ
り
、
食
事
形
態
と
量
を

決
定
し
て
い
ま
す
。」

―‌�
厨
房
に
も
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
今

は
何
の
調
理
を
さ
れ
て
い
る
の
で

す
か
？

　
「『
ム
ー
ス
食
』
の
盛
り
付
け
を
し

て
い
ま
す
。

　
当
院
に
は
、
脳
血
管
疾
患
や
事
故

に
よ
る
麻
痺
の
た
め
、
嚥
下
機
能
が

低
下
し
た
入
院
患
者
様
も
お
ら
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
方
に
も
安
全
に
食
事

を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
食
材
を
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
て
食
材

の
粒
を
無
く
し
、
再
度
固
め
た
も
の

が
、「
ム
ー
ス
食
」
で
す
。
ム
ー
ス

食
で
あ
っ
て
も
メ
イ
ン
料
理
と
付

け
合
せ
を
別
々
に
調
理
す
る
な
ど
、

素
材
ご
と
の
味
や
見
た
目
に
も
気

を
配
っ
て
い
ま
す
。

　
嚥
下
機
能
が
低
下
し
た
方
で
も
、

口
か
ら
食
べ
る
訓
練
を
行
う
事
で
機

能
が
回
復
さ
れ
た
り
食
べ
る
喜
び
を

感
じ
て
お
ら
れ
る
様
子
を
見
る
と
ス

タ
ッ
フ
皆
が
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
患
者
様
に
『
食
事
が
楽

し
み
』
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
食
事
を
提
供
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」

食
育
活
動
が
知
事
表
彰
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

よ
ど
え
バ
バ
ー
ル
園

　
園
児
の
主
体
性
を
活
か
し
て
意
欲
を
引
き
出
し
て
い
る
点
、
保

護
者
や
地
域
な
ど
広
が
り
の
あ
る
取
り
組
み
で
あ
る
点
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
3
・
４・
５
歳
児
ク
ラ
ス
が
3
年
前
か
ら
継
続
し
て
い

る
食
育
活
動
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
は
低
年

齢
児
に
特
化
し
た
園

に
な
り
ま
す
が
、
今

後
も
各
年
齢
に
適
し

た
食
育
活
動
に
励
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
よ
り
、
よ

ど
え
バ
バ
ー
ル
園
は
社

会
福
祉
法
人
敬
仁
会
の

運
営
と
な
り
ま
す
。

　平成29年1月23日夜から24日朝にかけて鳥取
県が大雪に見舞われました。
　大和保育園では隣接する株式会社大山どり様が
ご厚意で園の除雪をしてくださり、園児の登園も
スムーズに行うことができました。ご協力ありが
とうございました。

株式会社 大山どり 様

平成29年6月3日（土）
　今年も様々な医療福祉イベントを企画しており
ます。たくさんのご来場を心よりお待ちしており
ます。
　昨年度のチャリティーバザーの売上は、熊本地
震義援金として日本赤十字社へ全額寄付いたしま
した。ご協力ありがとうございました。

ムース食調理の様子

広々とした食堂スペース (3 階病棟 )

にぎやかな食事風景

自分たちで育てた夏野菜の収穫に喜ぶ

　
ル
・
サ
ン
テ
リ
オ
ン
北
条
で
は
、

協
力
医
療
機
関
で
あ
る
藤
井
政
雄

記
念
病
院
と
の
連
携
会
議
を
月
１

回
開
催
し
、
利
用
者
様
が
ス
ム
ー

ズ
に
入
退
所
で
き
る
よ
う
情
報
共

有
を
図
っ
て
い
ま
す
。
連
携
の
一

環
と
し
て
藤
井
政
雄
記
念
病
院
か

ら
医
師
、
看
護
師
、
連
携
室
職

員
が
来
所
し
、
医
療
・
介
護
体
制

を
見
学
し
相
互
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
ま
た
今
後
想
定
さ
れ
る
医
療

度
の
高
い
方
の
受
入
に
対
応
す
べ

く
、様
々
な
医
療
的
ケ
ア
の
知
識・

技
術
向
上
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
Ｃ
Ｖ
ポ
ー

ト
（
※
）
の
管
理
に
つ
い
て
、
看
護・

介
護
職
全
員
が
知
識
を
深
め
ま
し

た
。
今
後
と
も
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
介
護
老
人
保
健
施
設

を
目
指
し
、
研
鑽
を
積
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

※�

中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル
の
一
種
で
、
正
式
に

は
皮
下
埋
め
込
み
型
ポ
ー
ト
と
い
わ
れ
る
も

の
。
皮
膚
の
下
に
埋
め
込
ん
で
薬
剤
を
投
与

す
る
た
め
に
使
用
す
る
。

　

認
知
症
疾
患
が
増
加
し
て
い
る
現

在
、
地
域
に
お
け
る
認
知
症
医
療
体

制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
医
療
関
係
者
等
へ
認
知
症
に
関

す
る
知
識
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研

修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、「
認
知
症
高
齢
者

の
自
動
車
運
転
」、「
認
知
症
に
伴
う

精
神
症
状
」、「
認
知
症
診
療
の
最
前

線
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
行
い
、
中
部
圏

域
の
医
療
福
祉
関
係
者
に
多
数
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
今
認
知
症
の
方
を
取
り
巻
く
状

況
も
変
化
し
て
い
る
中
で
、
今
後
も

認
知
症
の
学
び
と
な
る
よ
う
な
研
修

を
企
画
し
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン

タ
ー
の
事
業
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
の
両
方
に
対
応

し
な
が
ら
要
介
護
高
齢
者
の
在
宅
生
活

を
24
時
間
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
平

成
24
年
度
に
創
設
さ
れ
た
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
中
核
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

当
施
設
は
、『
地
域
に
必
要
と
さ
れ

る
施
設
を
目
指
す
～
地
域
包
括
ケ
ア
の

拠
点
と
し
て
～
』
を
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に

掲
げ
、
一
日
も
早
く
地
域
に
浸
透
す
る

よ
う
様
々
な
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

2
月
15
日
に
、
社や

し
ろ
公
民
館
で

４
カ
月
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た
『
や

し
ろ
の
カ
フ
ェ
』
を
盛
り
上
げ
る

べ
く
、
焼
き
立
て
の
パ
ン
を
抱
え

て
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
部
地
震
に
よ
り
建
物
が

被
害
に
遭
わ
れ
た
こ
と
で
、
公

民
館
長
さ
ん
を
は
じ
め
運
営
ス

タ
ッ
フ
の
方
は
大
変
苦
労
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
心
待
ち
に

さ
れ
て
い
た
住
民
の
方
に
と
っ
て

『
や
し
ろ
の
カ
フ
ェ
』
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
が
、
平
穏
な
日

常
を
取
り
戻
す
特
効
薬
の
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

　

あ
ず
さ
パ
ン
工

房
は
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
積
極

的
に
出
張
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

あ
ず
さ
パ
ン
工
房
は
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修
会
を
開
催

４
月
１
日
か
ら【
定
期
巡
回・随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
】サ
ー
ビ
ス
開
始

あ
ず
さ
パ
ン
工
房

老
健
に
お
け
る
医
療
機
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大盛況だった小川センター長の講演定期巡回スタートしま～す！

職域を超えて知識を深める

施設の体制について理解

地域の方で賑わうパン販売
『やしろのカフェ』の活動を応援します！
ホームページ『社公民館報やしろ』→ http:// 社公民館 .com/
フェイスブック

『万葉の杜（もり）やしろ　鳥取県倉吉市社地区集落支援員活動記録』
→ https://www.facebook.com/kurayoshi.ss.yashiro/

除雪のご協力ありがとうございました。

【
連
絡
先
】

あ
ず
さ
パ
ン
工
房

☎
０
８
５
８-

２
６-

６
９
６
０

2017年春号2017年春号 1011



医療福祉センター倉吉病院
 TEL.0858-26-1011
藤井政雄記念病院 TEL.0858-26-2111
米 子 東 病 院　TEL.0859-56-5232

藤井政雄記念病院 TEL.0858-26-2111
藤井政雄記念病院附属歯科クリニック  TEL.0858-26-4276
大和保育園  TEL.0859-56-2203

ル・サンテリオン北条 TEL.0858-36-5220
ル・サンテリオン鹿野 TEL.0857-84-3700
ガーデンハウスはまむら TEL.0857-82-6500
ル・サンテリオンよどえ TEL.0859-56-4073

ガーデンハウスよどえ TEL.0859-56-5210
在宅医療福祉センター TEL.0858-26-2346
法人事業部セントラルキッチンアーク
 TEL.0858-26-1517

病院機能評価認定 ISO9001取得（JMAQA）

ISO9001取得（JSA）

社会医療法人 仁厚会 〒682-0023 鳥取県倉吉市山根43　TEL.0858-26-1012

米子西高校書道部による
迫力満点のパフォーマンス！

～雛祭り～
色鮮やかな食事を
おいしく頂きました。

園で育てたサケを日野川に放流。
一足先に卒園するサケたちを
年長児が見送りました。

大和保育園

ガーデンハウスよどえ

ル・サンテリオン鹿野

材
料 （
２
人
分
）

春キャベツと豚のミルク味噌煮

栄養士が心と体に
おいしいレシピを紹介します!

健康
レシピ

豚肉は火が通りすぎると固くなり、噛む力が弱い高齢者には食べにくくなり
ます。そんな時は、片栗粉をまぶしたり、めん棒などでたたいて繊維をほぐ
したり、包丁ですじを切るなどの、調理前の下ごしらえをするだけで、やわ
らかくなりとても食べやすくなります。
また、今回のメニューは牛乳で煮ることにより、不足しがちなカルシウムを
一緒に補うことができます。ぜひ、日々の食事の中に取り入れてみてください。

　　　　　　　　い
きいきと活動的な生

活

を送るためには、身
体に必要な栄養を毎

日

摂ることが大切です
。

豚肉は、良質なたん
ぱく質源であり、ビ

タ

ミン B1 を多く含ん
でいます。ビタミン

B1

は糖質をエネルギー
に変えるために必須

で、

脳や神経機能の維持
にも欠かせません。

【作り方】
❶玉葱はくし切りに、キャベツはざく切りにする。

スナップエンドウはさっと茹でる。
❷豚肉は片栗粉をさっとまぶす。
❸鍋に豚肉を広げるように入れ、玉葱、キャベツ

を入れ炒める。＊を加えて蓋をして煮る。
❹豚肉に火が通ったら牛乳を加え温める。
❺器に盛ってスナップエンドウを添える。

ル・サンテリオンよどえ
栄養士／小林奈緒美

豚肉の栄養
調
理
の
ポ
イ
ン
ト

豚肩ロース薄切り肉...100ｇ
片栗粉 ......................大さじ1
新玉葱 ......................... 1/4個
春キャベツ..................150ｇ
スナップエンドウ............4本
牛乳............................100ml

＊だし ............... 100ml
＊しょうゆ.. 小さじ1/2
＊酒..................大さじ1
＊砂糖 ..............小さじ2
＊味噌 ..............大さじ1

今回のレシピ担当
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